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社会や企業に⼭積している課題を迅速に解決する具体的な
⽅法の⽴案が必要とされています。現代社会では、課題を
解決する⽅法として、データに基づいたもの、エビデンス
を伴ったものであることが期待されています。これらは、
解決⽅法や得られる結果そのものの理解を促進するばかり
でなく、結果の納得感や説得⼒を⾼めることに⼤いに寄与
すると考えられているからです。
猿渡研究室では、公共財である社会インフラや、企業等の
経営に関する課題を、数学的なモデル（数理モデル）を⽤

いてモデル化したうえで、数理最適化の理論を応⽤した⽅
法で解決する研究を⾏っています。数理モデルとは、対象
とする課題を数式を⽤いて表現したもので、新型コロナウ
イルス感染症の感染者数を予測するモデルなどをその例と
して挙げることができます。数理最適化は、いくつかある
解決策のなかから、最も好ましいものを効率良く選択する
ための数学的な基盤を与える理論です。猿渡研究室では、
データと数理的な理論を両輪に、納得感や説得⼒が⾼い、
社会的に価値のある課題解決⽅法を提案しています。

●複数の評価軸での評価が⾃然と考えられる課題への展開
●可視化技術などへの展開
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●数理的思考で社会に内在する課題の解決へ
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●N. Shiono, H. Suzuki, Y. Saruwatari, A dynamic programming approach for the pipe network layout problem, EJOR 277(1), 
pp.52-61, 2019.

●⼭村みどり，野本薫，佐々⽊智⼦，⼩野美穂，北崎⼤輔，松岡博，猿渡康⽂，鈴⽊久敏，⽯井儀光，病床利⽤の実態に基
づいた病床管理 : 急性期病院⼀般病棟における重症度，医療・看護必要度データを活⽤した試み，共済医報69（1）
pp.70-75, 2020.

●猿渡康⽂，伊⾖永洋⼀，鵜飼孝盛，蔭⼭康太，空域編成に対する2つの最適化アプローチ，航空無線 (101), pp.29-36,  
2019.
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【研究プロジェクト】
●UPR環境下における空域編成への数理最適化の適⽤に関する研究
●複数の効⽤を伴って相互作⽤する空間分割の最適化モデル分析
など


